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 第 1 章では，本研究の背景，研究の目的，研究手法ならびに本論文の構成について
述べている． 
 第 2 章では，フライアッシュがコンクリートの特性に及ぼす影響，内部養生のメカ
ニズムとその効果，アルカリ活性がフライアッシュ・セメント系の化学反応や長期力
学特性に及ぼす影響について，既往の研究を取りまとめている． 






化を検討するものである．活性化で供給するアルカリには 0.1 mol/L NaOH溶液，飽
和Ca(OH)2溶液を用いている． 
















 第 7章では，本論文の結論と意義を示し，今後の検討課題を整理した． 
 本論文は，特殊な方法を用いることなく，フライアッシュ・セメント系の硬化後に
内部からアルカリを供給することでポゾラン反応を活性化させることを目指したもの
で，実験手法には独創性があり，フライアッシュのポゾラン反応ならびにセメント水
和反応の促進にある程度の効果は認められており，工学的価値が高く，今後の発展性
が期待できる研究である． 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格が
あるものと認められる． 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
